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　11月3日、出石お城まつりが開催されま
した。地域の子どもから大人までみんなで
まつりを盛り上げ、多くの観客でにぎわい
ました。
　写真は地元の小中学生による、子ども大
名行列の槍振りの様子です。

第44回出石 お城まつり

 　　セルフヘルプグループ わんぱくキッズ 
　　～子どもと親の心地よい居場所づくり～ … 2
歳末たすけあい運動/福祉まつりご報告/
　　　　　　義援金報告 について ……… 3
募集・お知らせ ……………………………… 7

特集



とよおかのふくし平成 26 年 11月25日 （2）

特 集

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ    

わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ

　

グ
ル
ー
プ
を
運
営
す
る
保
護

者
の
方
よ
り
、
活
動
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
と
は

わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
は
、
人
と
関
わ
る

こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
時
間

や
見
え
な
い
事
に
対
し
て
特
別
な
配
慮

が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
出
石
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
活

動
し
、
今
年
で
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
は
8
家
族
の
親
子
が
参
加
し
、
楽

し
い
時
間
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
一

緒
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
O
K
！
全
て
受
け
入
れ
ら
れ
る

の
で
子
ど
も
た
ち
の
安
心
で
き
る
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、親
に
と
っ
て
も
、

ほ
っ
と
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
足
の
き
っ
か
け

「
近
隣
に
頼
れ
る
人
が
い
な
い
」「
安

心
し
て
預
け
ら
れ
る
場
所
が
な
い
」「
子

ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
ど
う
す

れ
ば
…
」「
学
校
だ
け
の
集
ま
り
で
、
人

と
接
す
る
機
会
が
少
な
い
」
な
ど
、
子

ど
も
の
こ
と
で
様
々
な
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
し
た
。
そ
の
事
を
市
の
保
健
師
に

相
談
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

幾
度
か
の
託
児
を
試
み
た
後
、
同
じ

よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
た
療
育
を
学

ぶ
親
が
中
心
と
な
り
、
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ

ズ
を
発
足
し
ま
し
た
。

発
足
後
の
活
動

一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
る
た
め
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。
学
生
や
地
域
の
方
々
を
中

心
に
様
々
な
人
た
ち
が
関
わ
り
、
現
在

は
5
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
と
共
に
活
動
し
て
い
ま

す
。当

初
、
幼
稚
園
児
だ
っ
た

子
ど
も
た
ち
も
、
高
校
生
と

な
り
ま
し
た
。
今
で
は
役
割

を
決
め
て
会
を
進
め
て
い
け

る
く
ら
い
に
、
一
緒
に
成
長

し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
「
大
き
く
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
親
と

し
て
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
べ

き
か
？
」「
関
わ
り
方
が
間

違
っ
て
い
な
い
か
？
」
な
ど

の
不
安
も
あ
る
た
め
、
専
門

の
先
生
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。「
同
じ
顔
ぶ
れ
で
、
変
わ

ら
な
い
環
境
で
、
一
定
の
活
動
を
楽
し

む
こ
と
が
大
切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
い
た

だ
き
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

活
動
を
続
け
る
中
で

長
年
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
町
中
で
声
を
掛
け

て
く
れ
た
り
、
親
子
の
成
長
し
た
姿
を

見
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
自
分
の

居
場
所
が
あ
る
と
い
う
安
心
感
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
、
毎

月
の
活
動
で
友
達
に
会
え
る
こ
と
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
支

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
人
に
な
っ

て
も
、
こ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

～
子
ど
も
と
親
の
心
地
よ
い
居
場
所
づ
く
り
～

視覚からの情報の理解が得意であるため、
一日の予定を言葉ではなく写真やイラスト
で誰が見てもわかるように伝えています

司会も自分たちで行っています

みんなとボードゲームで自由遊び
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○おせち料理お届け事業 （給食サービス対象者）
○ひとり暮らし高齢者友愛訪問事業 
○寝たきり高齢者・障がい者等友愛訪問事業 
○見舞金贈呈事業 （低所得者世帯等）
○里親制度支援事業

「歳末たすけあい運動」は、共同募金運動の一環として、新たな年を迎える時期に支援を必要と
する方々が安心して暮らせるよう、福祉活動を展開するものです。

今年度、豊岡市内でお寄せいただいた募金は、全額豊岡市の福祉活動に活用させていただきます。
ご協力をよろしく願いします。

歳末たすけあい募金
活用事業

12 月 1 日から全国一斉にスタートします

城崎、出石、但東では福祉バザーを行いました

～みんなでささえあうあったかい地域づくり～

　物品を提供していただいたみなさま、
ご協力いただきありがとうございました。
　バザーの売上金は地域福祉のために
大切に活用させていただきます。

ふくしバザー売上げ
城崎 52,480円
出石 86,200円

但東
71,170円
10,680円

（資母宝まつり）

福祉まつりご報告 みなさま ありがとうございました

義援金にご協力いただいた方のお名前（敬称略 順不同）

丹波市豪雨災害義援金
新田小学校　児童会 11,462円
豊岡総合高校　インターアクトクラブ 36,726円
豊岡南中学校　生徒会 16,052円
豊岡総合高校　女子バレー部 13,425円
城崎中学校　生徒会 9,971円
今井　慶 30,000円
匿名（3件） 21,000円
募金箱 3,083円

合　計 141,719円

平成26年8月京都府豪雨災害義援金
豊岡南中学校　生徒会 16,052円

平成26年広島県大雨災害義援金
新田小学校　児童会 10,000円
豊岡南中学校　生徒会 16,052円
西池　哲俊 10,000円
匿名（2件） 60,000円

合　計 96,052円

ご協力いただき、誠にありがとうございました。
現在受け付け中の義援金

【平成26年8月京都府豪雨災害義援金】
	 受付期間：平成26年12月26日まで

【平成26年広島県大雨災害義援金】
	 受付期間：平成26年12月26日まで

義援金  報告共同募金会 （平成26年8月22日～10月31日受付分）

10 月に行われた福祉まつりは多くの方にご来場いただき、大盛況のうちに終わりました。

歳末たすけあい運動
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“ホッ”とな便り

11
月
7
日
、
城
崎
中
学
校
の
2
年
生
が
、
認
知
症

や
高
齢
化
の
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
会
を
行
い
ま
し
た
。

認
知
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
か
を
学
習
し
、
高
齢

者
の
現
状
を
ク
イ
ズ
形
式
で
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ま
ち
の
福
祉
を
考
え
る
と
き
、
中
学
生
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
認
知
症
や
高
齢
者
の
方
が
必

要
と
し
て
い
る
こ
と
、
接
し
方
に
つ
い
て
自
分
の
考

え
を
発
表
し
、
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

学
習
を
終
え
た
中
学
生
は
「
認
知
症
の
人
や
高
齢

者
の
心
を
理
解
し
て
、温
か
く
見
守
る
こ
と
が
ス
タ
ー

ト
な
ん
だ
と
思
っ
た
」「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

さ
さ
い
な
事
で
も
気
づ
き
、
親
切
な
対
応
を
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
か
ら
竹
野
中
学
校
と
の
統
合
が
決

ま
っ
て
い
る
森
本
中
学
校
で
11
月
2
日
、
最
後
の
文

化
祭
が
地
域
住
民
と
と
も
に
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

68
年
間
、
竹
野
南
地
区
の
中
学
生
が
過
ご
し
た
中

学
校
が
歴
史
を
閉
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、
当
日
は
体

育
館
に
2
0
0
人
程
の
卒
業
生
や
関
係
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。「
1
0
0
人
大
合
唱
」と
題
し
て
来
場
者
み

ん
な
で
校
歌
を
歌
う
時
、
涙
を
う
か
べ
て
歌
っ
て
い

る
往
年
の
卒
業
生
も
あ
り
ま
し
た
。

森
本
中
学
校
で
は
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
大
切

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ
お
り
、
敬
老
の

日
の
高
齢
者
訪
問
や
、
地
域
で
の
清
掃
活
動
、
高
齢

者
や
幼
児
と
の
交
流
を
永
く
続
け
て
い
ま
し
た
。
学

校
が
無
く
な
っ
て
も
こ
の
交
流
が
続
い
て
行
く
こ
と

を
地
域
の
み
な
さ
ん
は
願
っ
て
い
ま
す
。

奈
佐
地
区
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
中
心
と
な
り
奈

佐
節
を
披
露
す
る
『
奈
佐
節
ク
ラ
ブ
』
が
あ
り
ま
す
。

奈
佐
節
は
鎌
倉
時
代
に
生
ま
れ
、
現
在
の
形
は
江

戸
時
代
に
こ
の
地
区
を
襲
っ
た
大
水
害
の
慰
問
に
訪

れ
た
法ほ

う

如に
ょ
上し
ょ
う

人に
ん
を
歓
迎
す
る
た
め
に
歌
い
踊
っ
た
こ

と
が
は
じ
ま
り
で
す
。
昔
は「
六
条
さ
ん
」と
呼
ば
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
戦
時
中
の
踊
り
手
不
足
に

よ
り
、
自
然
消
滅
し
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
保
存
会

が
結
成
さ
れ
「
奈
佐
節
」
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

奈
佐
節
ク
ラ
ブ
で
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
が
保
存

会
の
方
に
歌
や
踊
り
を
教
わ
り
、
秋
の
公
民
館
文
化

祭
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
披
露
を
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
い
る
子
ど
も
や
保
護
者
は
「
こ
こ
に
し

か
な
い
伝
統
活
動
を
教
え
て
も
ら
っ
て
嬉
し
い
」「
こ

の
地
区
に
は
、
奈
佐
節
の
よ
う
な
住
民
交
流
が
多
い

こ
と
が
自
慢
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

練習を重ねるごとに、世代交流が深まります

卒業生も集まり、大きな歌声が
体育館に響きわたりました

認知症サポーターの印である「オレンジリング」
を腕に着け、認知症や高齢化について考えました

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

み
ん
な
の
ラ
ス
ト
文
化
祭
！

地
域
は
子
ど
も
の
学
び
場

福祉学習

豊 岡

竹 野

城 崎

地域交流

地域づくり
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“ホッ”とな便り

10
月
28
日
、
本
町
区
に
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ

ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
な
ど
区
民
19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

認
知
症
に
つ
い
て
の
説
明
を
聴
い
た
参
加
者
は

「
家
族
を
介
護
し
て
い
た
と
き
、
も
う
少
し
優
し

く
接
す
れ
ば
良
か
っ
た
。
理
解
し
て
あ
げ
ら
れ
ず
、

感
情
で
受
け
止
め
て
し
ま
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
は
、
理
解
を
持
っ
て
接
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
“
自
分
た
ち
に
、
ど
ん
な
手
助

け
が
で
き
る
だ
ろ
う
”
と
考
え
、
サ
ロ
ン
活
動
な

ど
を
通
じ
て
見
守
り
活
動
を
広
げ
て
行
こ
う
と
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※ 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
人
の
こ

と
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
し
て
い
ま
す
。

資
母
地
区
で
は
、
11
月
2
日
に
『
人
は
地
域
の

宝
』
を
テ
ー
マ
に
資
母
の
宝
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
地
域
み
ん
な
で
楽
し
く
元
気

に
交
流
し
、
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

み
ん
な
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
農
産
物
の
展
示

や
販
売
、
バ
ザ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
特
技
披

露
な
ど
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
活
動
パ
ネ
ル
や
作
品
展
示
に
よ
り
地
域
づ

く
り
の
会
の
取
り
組
み
も
広
く
知
っ
て
も
ら
う
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

橋
本
会
長
は
「
資
母
の
宝
は
、
人
。
地
域
の
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
で
す
。
3
回
目
を
迎

え
、
ま
す
ま
す
結
束
力
が
高
ま
り
、
絆
も
深
ま
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
1
日
か
ら
「
第
3
回
世
界
身
体
障
害
者
野

球
日
本
大
会
」が
但
馬
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
人
が
観
戦
し
て
お
り
、
日
本
チ
ー
ム
ベ
ン

チ
裏
で
見
て
い
た
国
府
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
少
年
た
ち

は
選
手
が
プ
レ
ー
す
る
た
び
に「
お
ぉ
～
！
す
げ
～
」

と
大
き
な
声
で
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

日
本
キ
ャ
プ
テ
ン
の
佐
々
木
良
樹
さ
ん
は
「
家
族

の
理
解
と
支
え
で
好
き
な
野
球
が
で
き
、
チ
ー
ム
全

員
が
野
球
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
大
会
を
通
じ
て
障
が
い
者
野
球

を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
元
高
校
生
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
次
大
会
に
向

け
た
募
金
活
動
を
行
う
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
大
会
の
運
営
を
支
え
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
人
々
に
感
動
を
与
え
、
戦
う
選
手
を
通
じ
て
障
が

い
者
理
解
を
深
め
た
大
会
で
し
た
。

地
域
で
支
え
よ
う
、認
知
症

ど
う 

あ
ん
た 

が
ん
ば
っ
と
る
ん

〜
資
母
の
宝　

再
発
見
〜

夢
を
与
え
る
プ
レ
イ
ボ
ー
ル

白球を芯でとらえて、ナイスバッティング！！

喫茶コーナーでは、楽しい話で交流が深まり、
笑顔に包まれていました

認知症の話を真剣に聴く参加者

福祉学習 出 石

日 高

但 東

障がい者福祉

住民交流
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善意銀行だより
平成26年
10月1日～31日

（敬称略、受付順）

みなさまのあたたかい善意をありがとうございました。
地域福祉活動推進のため役立たせていただきます。

住　所 氏　　　名 金額（円）・物品 　摘　　要
本所・豊岡地区センター受付分

匿　　　名 500,000 供養
茶道裏千家
淡交会豊岡地区 20,000 チャリティ

お茶会収益金
下　陰 勝地　利光 2,000 善意の預託
元　町 中島　　進 金一封 供養

介護用品
城南町 田中　　浩 100,000 供養
気　比 宇上　佳宏 100,000 供養
城南町 奥山　瀧生 100,000 供養
戸　牧 津田　龍明 100,000 供養

匿　　　名 50,000 善意の預託
下　宮 尾形　昌則 150,000 供養
城崎地区センター受付分
湯　島 ㈱おけしょう鮮魚 10,000 善意の預託

豊岡地区更正保護
女性会城崎支部・
500 人委員 OB 会

5,000 福祉まつり収益金

城崎町老人クラ
ブ女性会 5,000 福祉まつり収益金

湯　島 地域活動支援セ
ンターゆのはな 10,000 福祉まつり収益金

匿　　　名 2,220 善意の預託
湯　島 元薬師町内会 20,000 福祉まつり収益金

城崎民生委員児
童委員協議会 7,777 福祉まつり収益金

竹野地区センター受付分
羽　入 笠浪　幸壽 　　 うるち米・もち米

匿　　　名 　　 うるち米
切　浜 水田　弘子 金一封 供養
河　内 河内ふれあい土曜朝市 金一封 福祉まつり収益金
松　本 大木本　武司 金一封 供養
金　原 井津　良平 金一封 福祉まつり収益金
　轟 井垣　節子 金一封 供養
竹　野 明部　直身 100,000 供養
切　浜 大紫磨　傑 金一封 供養
　轟 仲井　正之 100,000 供養
須　谷 谷垣　正寿 金一封 供養

住　所 氏　　　名 金額（円）・物品 　摘　　要
日高地区センター受付分
府市場 中島　敏幸 金一封 善意の預託
日　吉 金子　たみよ 金一封 善意の預託
国分寺 長谷川　久江 30,000 供養

匿　　　名 金一封 供養
府中新 竹森　正明 もち米
水　上 西神　秀夫 金一封 供養
頃　垣 宮垣　　守 金一封 供養
宵　田 金子　昌利 金一封 供養
江　原 藤本　めぐみ 金一封 供養

ガールスカウト
兵庫県第 82 団 金一封 福祉まつり収益金
豊岡市婦人共励
会日高ブロック 金一封 福祉まつり収益金

日高民友会小山達雄 金一封 福祉まつり収益金
出石地区センター受付分

町　分 たじま JA 女性会
出石女性会 5,000 福祉まつり収益金

幸　町 （公）豊岡市シル
バー人材センター 8,835 福祉まつり収益金

宮内農事組合ひぼこ 金一封 福祉まつり収益金
出石ライオンズクラブ 50,000 福祉まつり収益金
しゅわっち・出石 3,000 福祉まつり収益金

但東地区センター受付分
出　合 小笠原　健次郎 金一封 善意の預託
久　畑　 杉本　文子 金一封 供養
　畑 畑営農組合 もち米
平　田 衣川　定子 金一封 供養
日　向 永井　忠司 金一封 供養

匿　　　名 もち米
赤　花 奥田　　仁 金一封 供養
木　村 太田　和子 金一封 供養

但東民生委員・
児童委員協議会 7,941 福祉まつり収益金
地域づくりの
会・しぼ 1,400 福祉まつり収益金

エコーたんとう 5,350 福祉まつり収益金
太　田 岸田　節子 金一封 供養

匿　　　名 金一封 善意の預託
匿　　　名 金一封 供養

薬王寺 井上　邦一 金一封 供養
矢　根 大石　和正 金一封 供養
大河内 藤原　義教 　　 介護用品

豊岡市教育委員会こども育成課 21－9003
豊岡こども家庭センター 22－4314
児童虐待防止 24 時間ホットライン 22－9119

（夜間・休日）
児童相談所全国共通ダイヤル 0570－064－000

虐待から子どもを守りましょう！

連 絡 先 　「とよおかのふくし第 103 号」8 ページ、賛
助会費にご協力いただいた事業所のお名前に誤
りがありました。お詫びして訂正いたします。

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけた時
には、ためらわずに市の窓口や豊岡こども家庭
センターに連絡してください。 お詫びと訂正

（誤） （公社）豊岡シルバー人材センター
（正） （公社）豊岡市シルバー人材センター
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dd

　今年も 1 月 17 日に「阪神淡路大震災 1．
17 のつどい」を開催します。
　亡くなられた方々を追悼し、震災から生まれ
た、支え合う「こころ」を次世代に伝え広げるた
めの竹筒作成にご協力ください。
　平成 26 年 12 月 24 日

（水）までに各 地 区セン
ターへお持ちください。全
地域分を取りまとめて、神
戸・市民交流会へお渡し
いたします。

「つどい1．17」で使用する
竹筒を作ってみませんか？

【日　 時】 12月20日（土）
 午前10時～午後3時

【場　 所】 日高文化体育館
 （日高町祢布954－6）

【対　 象】 市内在住の心身障がい者（児）と
 その保護者、ボランティア

【内　 容】 レクリエーション、昼食交流会など
【参加費】 500円（当日お支払いください）
【申込期限】 12月3日（水）
【申込み・問合せ】　豊岡市社協 地域福祉課
　TEL：23－2573　FAX：24－4511

【日　 時】 12月6日（土）　
 10：00～13：00

【場　 所】 城崎健康福祉センター
【参加費】 100円
【問合せ】 豊岡市社協　城崎地区センター

【日　 時】 平成26年11月29日（土）～　
 12月3日（水）　10：00～17：30

（最終日は15：00まで）　　
【場　 所】 豊岡市役所内
 豊岡稽古堂（1階　市民ギャラリー）

【入場料】 無料

☆但馬ゆるキャラ大集合！
　　11月29日（土）午前
　　11月30日（日）午後

【問合せ】 特定非営利活動法人燦々
　　　　　しいの実作業所（担当：井上・岩本）

【日　時】 平成26年12月7日（日）
　開場　午後1時　　　
　開会　午後1時30分
　閉会　午後3時45分

【場　所】 アイティ7階
豊岡市民プラザ　市民活動室C　

【参加費】 無料
【内　容】 ●おしゃべり会

　司会・講師：言語聴覚士　岡　恵子氏
●補聴器/福祉機器展示
　・個別相談・簡易聴力検査
●演芸と手話体験（ワークショップ）
　講師：あまのはしだて座

【申込期日】平成26年12月5日（金）
【問合せ・申込み先】

（公社）兵庫県聴覚障害者協会　
　たじま聴覚障害者センター（担当：木村）
　TEL 24-8008　FAX 24-8288

　今年も日高文化体育館にて、楽しいクリ
スマス会を開催します。また、当日お手伝
いいただけるボランティアも募集します。

　障がいがある方もない方もみんなで楽しく
過ごしましょう。みなさん遊びに来てね♪

　但馬地域の障害者作業所が手作り展示会
を行います。

障害者授産商品展示会

《ワクワク・ドキドキ・ほっこりしませんか !!》

※文字情報（字幕、要約筆記）、
　磁気誘導ループ、マイク　
　あります。

みんながハッピー！クリスマス会 

参加者募集

あいあいカフェ　開催！

たじまびっくりばこ ご案内

聞こえを学ぶ集い但馬地域

お知らせ ボランティア・市民活動センターボランティア・市民活動センター



とよおかのふくし平成 26 年 11月25日 （8）

但東地区センター
但東町出合 433-1

　　　 電話（54）0181
　　　 FAX（54）0182

tanto@toyooka-wel.jp

出石地区センター
出石町福住 1302

　　　 電話（52）3024
　　　 FAX（52）5716

izushi@toyooka-wel.jp

ボランティア・市民活動センターの窓口は各地区センターにあります

本所・豊岡地区センター
城南町 23-6

　　　 電話（23）2573
　　  FAX（24）4511
toyooka@toyooka-wel.jp

日高地区センター
日高町祢布 891-2

　　　 電話（42）0100
　　　 FAX（42）4731

hidaka@toyooka-wel.jp

城崎地区センター
城崎町湯島 625-9

　　　 電話（32）4503
　　　 FAX（32）2940

kinosaki@toyooka-wel.jp

竹野地区センター
竹野町須谷 1478

　　　 電話（47）1423
　　　 FAX（47）1878

takeno@toyooka-wel.jp

ホームページ： 検索豊岡市社会福祉協議会

社会福祉法人　豊岡市社会福祉協議会
メール : info@toyooka-wel.jp

3日（水）
17日（水） 13:30～16:00 出石健康福祉センター 52-3024

4日（木） 13:30～16:00 但東健康福祉センター 54-0181

5日（金）
19日（金） 13:00～16:00 豊岡健康福祉センター 23-2573

10日（水）
25日（木） 13:30～16:00 日高健康福祉センター 42-0100

11日（木） 13:30～16:00 城崎健康福祉センター 32-4503

12日（金） 13:30～16:00 竹野老人福祉センター 47-1423

結婚相談

4日（木）
18日（木） 13:30～16:00

城崎健康福祉センター 32-4503

出石健康福祉センター 52-3024

但東健康福祉センター 54-0181

10日（水）
25日（木） 13:30～16:00 日高健康福祉センター 42-0100

17日（水） 13:30～16:00 竹野老人福祉センター 47-1423

毎週月～金
（法律相談日は除く）

13:00～16:00 豊岡健康福祉センター 24-7311

心配ごと相談

（ 先着８名、電話予約のみ  予約受付 11/26（水）、 8:30 ～）

法律相談

日 時　間 場　　所 問い合わせ先
2日（火） 13:00～16:00 豊岡健康福祉センター 23-2573

※次回、1月の法律相談日は6（火）、予約受付は12月24日8:30～

いずれの相談も無料です
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